
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NPO法人ひょうご消費者ネット・メルマガ 
  NO.５ 2013.１.6. 

 
 

ひょうご消費者ネット第８回 シンポジウム 

「どうなる？食品表示の一元化」開催報告 

 平成２４年１２月１日（土）兵庫県農業共済会館 ７階大会議室に於いて、ひょうご消費者

ネットのシンポジウム「どうなる？食品表示の一元化」～私たち消費者が見極めるために～を

開催しました。兵庫県、神戸市、兵庫県生活協同組合連合会 生活協同組合コープこうべの後

援をいただき、当日は１０７名の参加がありました。この度のシンポジウムは、平成 24 年度

兵庫県消費者活動担い手づくり事業の支援を受けて実施しました。 

                    まず第一部では鈴鹿医療科学大学薬学部教授の 

中村幹雄先生から「食品表示の課題と表示の一元

化について」～食品の安全と安心を選び取るため

に～と題して基調講演をいただきました。消費者

庁「食品表示一元化検討会」・委員として法制化に

関わられた経緯から、新食品表示制度のポイント、

法制化への当面のスケジュール、一元化後の法体

系などについて解説していただきました。一方、

保存温度変更食品など、現在の加工食品の複雑な

実態について、食品の事例を挙げながら解説して

いただきました。輸入食品の拡大や、安くて便利 

な食品に頼る食生活は知らないうちに様々な食品添加物を摂取していることにも気付きまし

た。NPO 法人食品安全グローバルネットワーク事務局長としても活動されている先生の熱のこ

もったお話は、密度が濃く、難しいところもありましたが、学習して意見が出せる消費者にな

りたいと思いました。 

第二部ではパネルディスカッション 

「一元化でどうかわる？」 

～私たち消費者が見極めるために～をテーマ 

に、消費者代表として C・キッズ・ネットワーク 

・食品表示チームの佐藤八重子氏、事業者サイド 

からネスレ日本株式会社・食品法規部部長の渡辺 

寛氏、そして中村幹雄教授にも加わっていただき、 

コーディネーター神戸ファッション造形大学教授 

・酒居淑子氏の進行で、それぞれの立場から具体 

的な提案や意見がパワーポイントを使って発表さ 

れました。佐藤八重子氏からは「誰にでもわかるアレルギー表示を！」「盛り合わせ食品 

にも産地表示を！」「比較できる栄養成分表示を！」など、日常の買い物時に感じる疑問を 
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映像で分かり易く指摘され、会場からも共感の声があがっていました。ネスレ日本株式会社

の渡辺氏からは、世界中で事業展開されている関係から欧米、特にＥＵ・米国の食品表示規

定について解説していただきました。事例では一面にぎっしり細かい文字で記載されている

表示にびっくりしましたが、多言語による表示が必要とのこと。日本との違いも感じました。 

会場からも活発に質問や意見が出され、パネリストの方がたも時間ぎりぎりまでお答えい

ただきました。専門家、消費者、事業者それぞれの立場から見た食品表示の問題点をみんな

で取り組む共通の課題として確認できたことは大きな成果だったと思います。      

                                                   ２０１２．１２．１３（前田） 

 

 

１０月１２日に３４生協の参加する「兵庫県生活協同組合連合会」と約１６７万組合員の

「生活協同組合コーブこうべ」と「ひょうご消費者ネット」との三者懇談会を開催しました。 

三者はこれまでも消費者教育推進のために、毎年３月「消費者セミナー」を大阪の消費者

機構関西（KC‘S）と共に開催しております。 

お互いの団体の役割と活動へのさらなる深い理解と、太いパイプの連携を大切にしていく

ことを話し合うことができました。                        以上 

ひょうご消費者ネット 古河 憲子 

 

三者懇談会ご報告 
 

我が家の前に住吉川が流れている。最近深層筋を鍛えるため、一本歯の下駄を履いて往復５キ

ロの道のりを散歩している。 

 ある夕、我が家の前の川辺に全体グレーの大きな嘴の身長１メートル弱の鳥２羽止まってカツ

カツと歩く私を静観していた。散歩の途中休憩所で調べると「ゴイサギ」という鳥だった。白サ

ギはよくみるのだが、ゴイサギは初めて…こんな街中にいろんな鷺がいるんだなって感動!！ 

途中の浮き島には鴨の夫婦とヒナが１羽…街中なのに自然がいっぱいの川である。 

しかし「サギ」と「カモ」まるで悪質商法のような組合せ「危ない！危ない！カモさん！詐欺

にご注意！」と思わずつぶやき、誰にも届かない渾身のギャグをこみ上げて来た笑いと共に飲み

込んだ。     

 リレーメッセージ  

   平賀 真理 

 

 


